研究と実践のはざま ─東海地震予知をめぐって─ by 松村 正三 & 科学技術動向研究センター
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率は 60 ～ 70％程度）、南海地震（Ｍ




















































は、N50 度 W の方向に約 40 mm／
年となる。この速さで推移すれば、
120 年間で蓄積される「相対ずれ」





（相対ずれ）は 6.3 m、石橋 9）による
安政東海地震（M8.4）の平均スリッ











は、せいぜい 20 ～ 25 mm／年とな
り、4.0 m のスリップを蓄積するに
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と愛知県東部下では 2000 年以降 39
～ 49 mm／年、小原一成（2009）15）に
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図表 7　最近 10 年間で東海地域周辺に起きた異常事象や新たに発見された事象
科学技術動向研究センターにて作成
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